
 ○
経
済
産
業
省
告
示
第
百
五
十
五
号 

産
業
競
争
力
強
化
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
九
十
八
号
）
第
二
十
一
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
石
油
精
製
業
の
事
業
適
応
の
実

施
に
関
す
る
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、
同
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。 

令
和
三
年
七
月
三
十
日 
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石
油
精
製
業
の
事
業
適
応
の
実
施
に
関
す
る
指
針 

 

一 

基
本
認
識 

 

石
油
は
、
国
内
需
要
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
現
在
に
お
い
て
も
、
国
内
で
消
費
さ
れ
る
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
四
割
程
度
を
占
め
て
お

り
、
特
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
密
度
が
高
い
と
い
う
性
質
か
ら
、
運
輸
部
門
の
石
油
に
対
す
る
依
存
は
極
め
て
大
き
い
。
ま
た
、
石
油
製
品
は
可
搬

性
や
機
動
性
が
高
い
た
め
、
災
害
時
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
「
最
後
の
砦
」
と
し
て
の
役
割
を
有
す
る
。
こ
の
た
め
、
石
油
は
、
我
が

国
に
と
っ
て
引
き
続
き
重
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
。 

 

こ
う
し
た
石
油
に
つ
い
て
の
国
内
安
定
供
給
の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
石
油
精
製
業
は
、
人
口
減
少
等
に
よ
る
国
内
需
要
の
減
少
や
、
ア
ジ

ア
を
中
心
と
し
た
世
界
の
石
油
精
製
能
力
の
拡
大
に
伴
う
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
、
厳
し
い
事
業
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、
今
後
、
カ



ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
移
行
に
伴
う
更
な
る
国
内
需
要
の
減
少
へ
の
対
応
も
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
我
が
国
の
石
油
精
製
業

は
、
頻
発
す
る
災
害
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
の
み
な
ら
ず
、
事
業
基
盤
の
再
構
築
、
製
油
所
の
グ
リ
ー
ン
化
、
新
た
な
燃
料
の
供
給
等
に

も
取
り
組
む
こ
と
で
、
成
長
を
遂
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

 

石
油
精
製
業
を
取
り
巻
く
現
状
と
課
題
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 

イ 

産
業
構
造 

 

石
油
精
製
業
は
、
石
油
の
上
流
（
開
発
）
・
中
流
（
精
製
）
・
下
流
（
流
通
）
の
う
ち
、
主
に
中
流
（
精
製
）
機
能
を
担
い
、
中
東
な
ど
の

産
油
国
か
ら
原
油
を
調
達
し
、
製
油
所
に
お
い
て
原
油
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
・
軽
油
な
ど
の
石
油
製
品
に
精
製
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
石
油
の
国
内

安
定
供
給
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。 

 

現
在
存
在
し
て
い
る
二
十
一
の
国
内
製
油
所
（
約
三
百
五
十
万
Ｂ
Ｐ
Ｄ
）
の
多
く
は
、
戦
後
の
高
度
成
長
期
に
運
転
を
開
始
し
、
臨
海
部
の

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
中
核
に
立
地
し
て
い
る
。
国
内
の
石
油
精
製
業
は
過
去
十
五
社
以
上
存
在
し
て
い
た
が
、
国
内
石
油
需
要
の
減
少
や
規

制
緩
和
が
進
む
中
、
業
界
再
編
が
進
み
、
現
在
で
は
五
社
（
グ
ル
ー
プ
）
に
集
約
さ
れ
、
上
位
三
社
で
国
内
市
場
シ
ェ
ア
の
九
割
以
上
を
占
め

て
い
る
。
現
在
、
約
二
万
人
の
雇
用
を
支
え
て
い
る
。 



 
石
油
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
国
内
の
石
油
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
国
内
の
石
油
精
製
業
の
経

営
基
盤
の
維
持
・
強
化
が
重
要
で
あ
る
。 

 

ロ 

市
場
環
境 

 

人
口
減
少
や
自
動
車
の
燃
費
性
能
の
向
上
等
に
よ
り
、
国
内
の
石
油
需
要
は
千
九
百
九
十
九
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
る
。
こ
う
し
た

中
、
石
油
精
製
業
は
、
企
業
再
編
や
製
油
所
の
統
廃
合
な
ど
を
進
め
、
事
業
基
盤
の
強
化
を
図
っ
て
き
た
。
令
和
三
年
四
月
に
示
さ
れ
た
石
油

需
要
見
通
し
に
お
い
て
、
石
油
製
品
全
体
で
二
千
二
十
二
年
度
以
降
、
年
率
一
～
二
％
程
度
の
減
少
を
見
込
ん
で
い
る
。
そ
の
結
果
、
二
千
二

十
五
年
時
点
で
は
二
千
二
十
一
年
比
で
五
・
七
％
程
度
、
石
油
製
品
の
国
内
需
要
が
減
少
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
燃
料
需
要

の
減
少
傾
向
は
燃
費
向
上
等
に
伴
い
、
そ
れ
以
降
も
続
く
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。 

 

国
外
の
石
油
製
品
の
事
業
環
境
も
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
Ｂ
Ｐ
統
計
に
よ
る
と
、
二
千
十
年
の
世
界
の
石
油
精
製
能
力
は
合
計
九

千
三
百
二
十
三
万
Ｂ
Ｐ
Ｄ
だ
っ
た
が
、
二
千
十
九
年
に
は
合
計
一
万
百
三
十
四
万
Ｂ
Ｐ
Ｄ
と
約
一
・
一
倍
拡
大
し
て
い
る
。
特
に
、
中
国
や
イ

ン
ド
、
中
東
地
域
の
石
油
精
製
能
力
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
石
油
需
要
も
増
加
傾
向
に
あ
る
が
、
供
給
能
力
は
そ
れ
を
上
回

る
拡
大
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
国
々
か
ら
国
際
市
場
に
石
油
製
品
が
供
給
さ
れ
る
状
況
の
中
、
我
が
国
の
石
油
精
製
業
に
と
っ
て
、
国
際
市
場
へ

の
輸
出
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。 



 
我
が
国
の
石
油
精
製
業
は
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
も
競
争
力
を
確
保
す
る
た
め
、
一
層
の
高
効
率
・
高
付
加
価
値
化
が
重
要
で
あ
る
。 

 

ハ 

そ
の
他
外
部
環
境
の
状
況 

（
１
）
自
然
災
害
等
の
頻
発
化 

石
油
精
製
業
に
お
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
で
製
油
所
等
が
被
災
し
長
期
に
わ
た
り
生
産
・
出
荷
能
力
が
低
下
し
た
経
験
や
、
二
千
十
八
年

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
停
電
で
一
時
的
に
出
荷
能
力
が
低
下
し
た
経
験
等
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
製
油
所
や
油
槽
所
に
お
け
る
地
震
・

津
波
対
策
や
非
常
用
発
電
設
備
の
増
強
を
進
め
て
き
た
。 

近
年
で
は
、
大
型
台
風
を
始
め
と
す
る
特
別
警
報
級
の
大
雨
・
高
潮
等
の
頻
発
化
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
と
い
っ

た
新
た
な
脅
威
が
顕
在
化
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
も
、
石
油
製
品
の
安
定
供
給
を
継
続
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
今
後
、
製
油
所
の
大
雨
・
高
潮
対
策
や
感
染
症
対
策
に
も
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 

（
２
）
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
移
行
に
伴
う
構
造
変
化 

二
千
五
十
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
今
後
、
自
動
車
の
電
動
化
な
ど
、
脱
炭
素
化
の
流
れ
が
ま
す
ま
す
加
速
し
、
国
内
の
石

油
需
要
の
減
少
も
更
に
加
速
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
石
油
精
製
業
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
企
業
と
し
て
、
カ



ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
移
行
に
伴
う
新
た
な
燃
料
供
給
ニ
ー
ズ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
例
え
ば
水
素
や
合
成
燃
料
等
の
新
た
な
燃
料

ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
た
燃
料
供
給
体
制
を
構
築
す
る
と
い
っ
た
事
業
基
盤
の
再
構
築
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
製
油
所
に

お
け
る
更
な
る
省
エ
ネ
化
（
高
効
率
化
）
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
脱
炭
素
燃
料
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
製
油
所
の
グ
リ
ー
ン
化
に
一
層
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
構
造
転
換
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
国
内
の
石
油
需
要
が
減
少
し
て
い
く
中
で
も
、
引
き
続
き
、
重

要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
石
油
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
。 

 

二 

指
針
策
定
の
必
要
性 

 

前
述
の
と
お
り
、
我
が
国
の
石
油
精
製
業
に
お
い
て
、
石
油
の
国
内
需
要
の
減
少
や
国
際
競
争
の
激
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
移
行
に
伴
う
石
油
需
要
の
更
な
る
減
少
な
ど
、
事
業
環
境
が
極
め
て
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
石
油
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
引
き
続
き
、
国
内
の
石
油
の
安
定
供
給
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を
図
り
つ
つ
、
事
業
環

境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
事
業
基
盤
の
再
構
築
、
製
油
所
の
グ
リ
ー
ン
化
、
新
た
な
燃
料
の
供
給
等
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
。 

 

本
指
針
は
、
事
業
環
境
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
の
今
後
の
石
油
精
製
業
の
基
本
的
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
我
が
国
の
石
油
精
製
業
の
事

業
適
応
の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
に
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。 



 
三 

事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
方
向
性 

 

石
油
の
国
内
需
要
の
減
少
や
国
際
競
争
の
激
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
う
需
要
減
少
等
が
生
じ
る
中
、
我
が
国
の
石
油
精
製

業
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き
、
製
油
所
の
大
雨
・
高
潮
対
策
と
い
っ
た
災
害
へ

の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を
図
り
つ
つ
、
石
油
精
製
事
業
者
同
士
の
連
携
等
も
含
め
た
生
産
性
向
上
・
競
争
力
強
化
や
新
事
業
展
開
、
製
油
所
の

グ
リ
ー
ン
化
、
新
た
な
燃
料
の
供
給
等
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
特
に
、
二
千
五
十
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
石
油
精
製
業

が
、
既
存
ア
セ
ッ
ト
や
人
材
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
安
全
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
強
み
を
活
か
し
、
製
油
所
の
省
エ
ネ
化
（
高
効
率
化
）
・
脱
炭

素
化
の
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
素
や
合
成
燃
料
等
の
新
た
な
燃
料
供
給
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

イ 

情
報
技
術
事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
方
向
性 

 

石
油
精
製
業
に
お
い
て
更
な
る
生
産
性
向
上
・
競
争
力
強
化
を
図
る
た
め
に
は
、
製
油
所
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化

を
一
層
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
製
油
所
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
多
く
の
業
務
で
熟
練
者
の

経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
に
依
存
し
て
い
る
と
い
っ
た
課
題
の
解
決
や
、
感
染
症
蔓
延
下
に
お
け
る
省
人
化
し
た
安
定
操
業
の
維
持
に
も
寄
与
す
る
。 



 
近
年
、
石
油
精
製
事
業
者
に
お
い
て
、
自
社
内
に
デ
ジ
タ
ル
部
門
を
新
設
し
、
例
え
ば
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
配
送
計
画
の
最
適
化
や
、

最
新
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
様
々
な
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
後
も
、
製
油
所
に
お
け
る
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｏ
Ｔ
技
術
の
活
用
や
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
設
備
の
点
検
と
い
っ
た
ス
マ
ー
ト
保
安
の
推
進
な
ど
、
石
油
精
製
業
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

ロ 

エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
に
関
す
る
基
本
的
方
向
性 

 

二
千
五
十
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
て
、
石
油
精
製
業
は
石
油
精
製
プ
ロ
セ
ス
の
更
な
る
省
エ
ネ
化
（
高
効
率
化
）
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
脱
炭
素
燃
料
を
活
用
す
る
な
ど
し
て
、
製
油
所
の
グ
リ
ー
ン
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
水
素
や
合
成
燃
料
な
ど
の
新

た
な
燃
料
供
給
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

 

石
油
精
製
プ
ロ
セ
ス
の
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
二
千
五
十
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
向
け
て
、
例
え
ば
、
高
効
率
熱
交
換
器
の
導
入
に
よ
る
熱
の
有
効
利
用
、
高
度
制
御
機
器
の
導
入
に
よ
る
運
転
条
件
の
最
適
化
、
蒸
気
タ

ー
ビ
ン
か
ら
高
効
率
モ
ー
タ
ー
へ
の
置
き
換
え
、
な
ど
の
省
エ
ネ
対
策
に
一
層
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 



 
ま
た
、
製
油
所
に
お
い
て
、
Ｃ
Ｏ
２
フ
リ
ー
水
素
の
活
用
、
自
家
発
電
の
再
エ
ネ
化
、
ト
ッ
パ
ー
や
分
解
装
置
に
お
け
る
ボ
イ
ラ
ー
の
脱
炭

素
燃
料
の
活
用
な
ど
、
製
油
所
の
脱
炭
素
の
取
組
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
廃
プ
ラ
焼
却
時
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
に
向
け
て
、

精
製
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
廃
プ
ラ
等
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
取
組
も
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

 

さ
ら
に
、
二
千
三
十
年
半
ば
の
自
動
車
の
電
動
化
、
航
空
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）
・
海
運
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）
規
制
等
が
、
石
油
需
要
減
少
を
加
速
さ
せ
る

要
因
に
な
っ
て
い
る
が
、
石
油
精
製
業
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
運
輸
分
野
へ
の
新
た
な
燃
料
供
給
の
機
会
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
石
油
精

製
業
は
、
既
存
の
燃
料
イ
ン
フ
ラ
や
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
人
材
を
活
か
し
て
、
水
素
、
燃
料
ア
ン
モ
ニ
ア
、
合
成
燃
料
、
バ

イ
オ
燃
料
等
の
新
燃
料
供
給
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
の
構
造
改
革
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
特
に
、
二
酸
化

炭
素
と
水
素
を
合
成
し
て
製
造
さ
れ
る
合
成
燃
料
は
、
ガ
ソ
リ
ン
、
軽
油
、
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
、
重
油
な
ど
の
石
油
製
品
を
代
替
す
る
脱
炭
素
燃

料
と
し
て
期
待
さ
れ
て
お
り
、
商
用
化
に
向
け
て
、
積
極
的
に
研
究
開
発
・
実
証
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。 

 

上
記
の
方
向
性
に
沿
っ
た
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
移
行
の
中
で
も
、
石
油
精
製
業
は
引
き
続
き
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

附 

則 

こ
の
告
示
は
、
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
七
十
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
三
年
八
月
二
日
）

か
ら
施
行
す
る
。 



附 

則
（
令
和
六
年
九
月
二
日
経
済
産
業
省
告
示
第
百
三
十
四
号
） 

こ
の
告
示
は
、
新
た
な
事
業
の
創
出
及
び
産
業
へ
の
投
資
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
六
年

法
律
第
四
十
五
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
六
年
九
月
二
日
）
か
ら
施
行
す
る
。 

 


